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論文内容の要旨
　本研究は、対人関係に潜む力動性を特徴とする自己評価維持（Self-Evaluation Maintenance: SEM）
モデル（Tesser, 1988）および、それを修正した自己評価と関係性維持（ Self-Evaluation and 

































　対人関係における自己評価維持（Self-Evaluation Maintenance: SEM）機制（Tesser, 1988）は、友人
関係にとどまらず、夫婦関係、きょうだい関係にも適用され、実験研究、調査研究いずれにおいて
も、データが蓄積されてきている。特に、夫婦関係については、新たに拡張 SEM モデル（Beach & 
Tesser, 1995）が提唱され、その実証研究もなされている。そうした中、SEM モデルの妥当性ととも















との間に SEM モデルから予測される交互作用が見出され、SEM モデルの基本的な妥当性が確認さ
れた。第二に、自己にとって関与度の高い領域であっても、学校での全体的な能力、裕福さの程度、
魅力などの項目では、SEM モデルからの予測とは逆に、自己よりも親友を高く評定していた。つま
り、二次的反映過程が生起していた。この結果は、高校生において、自己と親友との間で自己評価
維持だけを目指すだけでなく、互いの関係性維持を志向した心理機制が併存することを意味してお
り、SERM モデルの妥当性が明らかとなった。
　自己評価を維持しつつ、その関係を維持しようとする心理機制が併存していることは、対人関係
の形成と維持が、一方的なものではなく、相互作用的そして力動的なものであることを意味してい
る。本研究は、対人関係における SEM モデルの洞察とその有用性に、関係性維持という心理機制を
新たに加えることの重要性、そしてそれを実証した研究として、高く評価できる。学界への貢献も
大きく、この分野の研究の進展に貴重な一石を投じている。また、日本およびシンガポールの高校
生の間では、いくつかの興味深い違いも見られた。これらの研究結果について、さらに詳細な検討
がなされ、今後、アジアの文化圏とは異なる欧米文化圏においても、SERM モデルの実証的検証が
なされることを期待したい。
　以上、審査委員会全会一致で、本研究成果と今後の研究展開の可能性、学術的価値を高く評価し、
博士論文として合格と認めた。
